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赤井川村

１．地域公共交通計画に定めた評価指標の
達成状況

２．令和６年度共創モデル実証運行事業
結果報告

３．令和７年度「交通空白」解消緊急対策
事業の実施について



評価指標 単位 目標値 実績
達成
状況

備考

むらバスの利用者数 人/年 7,000人 19,848人 ○
キロロリゾート従業員の利用もあり大幅な

増加

むらバスの収支率 ％/年 20.0％ 28.2％ ○
キロロリゾート従業員の利用もあり収支率

は改善

むらバスの事業費に
おける村負担額

千円/年度 13,819千円 18,076千円 △
必要な経費の積算による金額のため、目標

値の見直しを検討

通学時間帯における
村外交通との接続状況

－
余市駅
で接続

JR、高速バス、
他路線バスと接続

○
接続性の確保に加え乗り換え場所などをバ

スマップにて周知、バスロケーションシス
テムの導入

ニーズ把握の状況 － 実施
むらバス利用者の
利用実態把握調査

を実施
○

令和６年１月に、利用者属性や乗降地点な
どを把握する調査を実施

意識醸成の場や機会の
創出回数

回/年 ６回 ２回 △
必要な機会は創出されている認識であるた

め、未達成ではあるが継続して施策等の実
施に努める

広報での周知回数 回/年 ３回 ２回 △
必要な周知は創出されている認識であるた

め、未達成ではあるが継続して施策等の実
施に努める

地域公共交通従事者
の確保

人/年 ９人 １１人 ○
赤井川ハイヤー、キロロリゾートともに運

転手体制は確保されている
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1. 地域公共交通計画に定めた評価指標の達成状況 赤井川村
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【達成状況】○：キロロリゾート従業員の利用もあり大幅な増加 P3

令和５年度で19,239人が利用しており、前年度比+10,055人

1. 地域公共交通計画に定めた評価指標の達成状況

❑ むらバスの利用者数
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【達成状況】○：キロロリゾート従業員の利用もあり収支率は改善、必要な経費の積算による金額
のため、目標値の見直しを検討 P4

収支率は28.2％、村負担額は18,076千円

1. 地域公共交通計画に定めた評価指標の達成状況

❑ むらバスの収支率・むらバスの事業費における村負担額（収支状況）
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【達成状況】○：令和６年１月に調査を実施 P5

・調査期間：令和６年１月13日（月）～１月15日（水）

・調査対象：むらバスの利用者

・調査方法：乗車時に右記のビンゴ式アンケートに回答いただき、

降車時に回収ＢＯＸに投函

・調査項目：右記参照

・回収状況：302票 ※回収率 70％

※キロロの外国人スタッフの急増により調査対象を限定

1. 地域公共交通計画に定めた評価指標の達成状況

❑ ニーズ把握の状況（前回協議会で報告）
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【達成状況】○：継続して施策等の実施に努める P6

通学時間帯における村外交通との接続状況は、接続性の確保に加え乗り換え場所などをバスマップにて周知、バスロケーショ
ンシステムの導入

意識醸成の場や機会の創出回数、広報での周知回数ともに、必要な機会は創出されている認識であるため、未達成ではあるが
継続して施策等の実施に努める

地域公共交通従事者の確保は、赤井川ハイヤー、キロロリゾートともに運転手体制は確保されている

1. 地域公共交通計画に定めた評価指標の達成状況

❑ その他推進状況
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赤井川村

１．地域公共交通計画に定めた評価指標の
達成状況

２．令和６年度共創モデル実証運行事業
結果報告

３．令和７年度「交通空白」解消緊急対策
事業の実施について
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2. 令和６年度共創モデル実証運行事業結果報告 赤井川村

事業名 事業概要 事業の効果

通院交通実証運行

冬期間における余市協会病院までの通院交通の実
証運行を実施

バスの大型化と増便、ルート延伸により利用者が
増加。2023年12月：2,821名 → 2024年12月：
3,731名、2024年1月：2,661名 → 2025年1月：
4,562名

実証運行車輌購入

キロロの外国人スタッフの増加に対応するため、
大型バスを導入し、2台体制で実証運行を実施

乗り漏れや予備車の稼働を防ぎ、移動ニーズに応
える体制を構築

キャッシュレス導入

むらバスにキャッシュレス決済機器を導入（現
金・定期券からの改善）

利用者から利便性向上の声あり。2024年12月：162
名（182件）、2025年1月：238名（291件）、2025
年2月：185名（221件 ※2/26時点）

乗継シームレス化

鉄道・路線バス・地域内交通とのシームレスな乗
継を検討

実証運行便の追加でむらバスと鉄道の接続が向上。
交通体系のあり方を整理

雇用確保実験

 6月（農産物少）・9月（農産物多）に物流との連
携による乗務業務創出の実証実験を実施

物流との連携のみで通年雇用には至らず。ただし、
物流の自社運搬によるコスト削減と問題解決に成
功し、自社運搬を開始

観光周遊促進

夏季の観光コンテンツ強化のため、レンタサイク
ル等による観光周遊型交通体系の構築を実施

 2024年9月に実証実験（利用者9名）を実施し、需
要を確認。今後は自転車積載実証や冬季アクティ
ビティとの連動などの検討を予定



赤井川村

１．地域公共交通計画に定めた評価指標の
達成状況

２．令和６年度共創モデル実証運行事業
結果報告

３．令和７年度「交通空白」解消緊急対策
事業の実施について
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3. 令和７年度「交通空白」解消緊急対策事業の実施について

❑ 補助事業概要
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3. 令和７年度「交通空白」解消緊急対策事業の実施について

❑ 赤井川村での“交通空白”の認識
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3. 令和７年度「交通空白」解消緊急対策事業の実施について

❑ 想定スケジュール

赤井川村

事業概要 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①むらバスの運行時間帯拡充実証実験
→既存の車両を使用
→ニーズのある時間帯の運行拡充

②交通空白解消に向けた
新たな交通サービスの実証運行

→地域内の交通空白の解消
→ニーズのある交通サービスの実証

③体制確保に向けた関係者等ヒアリング
→地域内の人的リソースを網羅的に把握
→次年度以降の持続可能性の確保に
向けた体制の検討

関係者調整・ダイヤ調整

周知等準備期間

実証実験期間

利用状況等調査

関係者調整

周知等準備期間

実証運行期間

利用状況等調査

関係者ヒアリング

次年度以降の体制検討

地域住民ヒアリング
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